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※収 　集　･･･　市町及び市町から委託を受けた業者が収集して搬入する家庭ごみです。

※直　 接　･･･　一般家庭から直接搬入されるごみ及び乙訓管内にある事業所から搬入されるごみです。

※不燃物　･･･　粗大ごみ＋資源ごみ＋不燃ごみ

加しました。

加 しました。

ました。区分別に比較すると、可燃物は2.4％増加、不燃物は14.4％増

※大阪府北部地震、西日本豪雨、台風１２号及び２１号に起因する災害廃棄物 42.250ｔ（可燃ごみ0.220ｔ、粗大ごみ16.220ｔ、資源ごみ25.810ｔ）を含んでいます。

　し尿総搬入量は、平成29年度と比較して2.1％減少しました。

　収集・直接により比較すると、収集分は2.4％増加、直接分は6.2％増

(浄化槽汚泥搬入量) 163.36 139.24 24.12 17.3

し 尿 総 搬 入 量 369.35 377.13 △ 7.78 △ 2.1

( 生 し 尿 搬 入 量 ) 205.99 237.89 △ 31.90 △ 13.4

( 不 燃 物 搬 入 量 ) 1,323.905 1,157.573 166.332

ご み 総 搬 入 量 14,937.855 14,450.043 487.812 3.4

( 可 燃 物 搬 入 量 ) 13,613.950 13,292.470 321.480 2.4

14.4

3,411.34

区　　　分 平成３０年度 平成２９年度 比較 増減率

3,775.00

205.99 163.36 369.35 kℓ/年

希釈水

　平成30年度のごみ総搬入量は、平成29年度と比較して3.4％増加し

合　　計 2,419.630

し尿等 し尿処理施設 ごみ処理施設へ

生し尿・浄化槽汚泥 沈砂 0.06 下水道終末
処理施設前処理残渣 0.13

業者委託処理

生し尿
浄化槽
汚泥

合計
槽内清掃汚泥 5.50

下水投入廃棄物 363.66

64.020 64.020 t/年
勝竜寺埋立地 254.390

フェニックス処分 2,165.240

不燃ごみ 再生工場

側溝清掃汚泥

収集 合計
最終処分
＜埋立＞

≪売　却≫

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 120.370 電力会社

合 計 641.680 433,077

942.025 7.670 949.695 t/年
破 砕 ア ル ミ 3.050

ペ ッ ト ボ ト ル 89.700

収集 直接 合計
ガ ラ ス び ん 254.670

破 砕 鉄 86.040

ペットボトル・その他プラス ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ

チック類・廃乾電池・廃蛍光灯 缶 87.850 1,904,317

合 計 618.205

リサイクル

資源ごみ

資源化されたもの
≪電力供給≫

カン類・ビン類・その他不燃物・ ごみ処理施設

選 別 後 不 燃 物 108.090

処 理 困 難 物 0.750
業者委託処理

有 害 ご み 13.615

収集 直接 合計 再利用できないもの

14,109.830

137.860 172.330 310.190 t/年
選 別 後 可 燃 物 495.750

平成３０年度　廃棄物搬入量と処理状況（向日市）

ごみ処理施設
＜焼却処理＞

可燃ごみ

焼却残渣
７５t/日×３炉

収集 直接 合計
1号炉 3,685.490

ﾎﾞｲﾗｰ・ﾀｰﾋﾞﾝ
発電機

前処理残渣

（し尿処理施設より） 2,337,394

粗大ごみ
リサイクルプラザ・プラプラザ

＜破砕・選別処理＞

2号炉 3,832.230 2,247.46

9,995.840 3,618.110 13,613.950 t/年
3号炉 6,592.110

合計


